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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
バック糸とフロント糸がポリエステル繊維であり、ミドル糸に２種類以上のポリマーを構
成成分とするポリエステル繊維と導電性繊維を用いて挿入編みを形成してなる経編地であ
って、以下の（１）～（３）の条件を全て満足することを特徴とする、衣料用経編地。
（１）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　伸長率Ｂ法（荷重１４．７Ｎ）により測定した緯方向の伸長
率が３０～９０％
（２）目付が１５０～２７０ｇ／ｍ２

（３）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ｆ－２法（中温ワッシャ法；６０℃×３０分）で１０洗後の
経方向の収縮率及び緯方向の収縮率がいずれも３％以内
【請求項２】
さらに、以下（４）の条件を満足する、請求項１記載の衣料用経編地。
（４）緯方向の曲げ剛性（Ｂ値）が０．０２０～０．１００ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍ
【請求項３】
さらに、以下（５）の条件を満足する、請求項１又は２に記載の衣料用経編地。
（５）初期及び１０洗後のＪＩＳ　L１０９４　C法により測定した帯電電荷密度が７μＣ
／ｍ２以下
【請求項４】
ミドル糸は、２種類以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と、２種類
以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維の合撚糸（Ｂ１）
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もしくはインターレース糸（Ｂ２）とを含む、請求項１～３のいずれかに記載の衣料用経
編地。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載の衣料用経編地からなるユニフォーム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適度なストレッチ性と洗濯耐久性に優れ、特にユニフォーム用途に適した衣
料用経編地に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポーツウエアや各種ユニフォームは着用動作時の皮膚の伸びに追随するよう、伸縮性
の高いニット生地が用いられる。また、ユニフォームとしては、ハリ感があり、衣服の形
態を保持しやすいニット生地が求められている。
【０００３】
　従来、高いストレッチ性とストレッチバック性を得るためにスパンデックスと呼ばれる
ポリウレタン系弾性繊維をナイロン繊維、ポリエステル繊維、綿糸などと組み合わせたス
トレッチ編地について、種々検討がされてきた。
【０００４】
　しかし、ポリウレタン系弾性繊維は高いストレッチ性を有するものの、これを混用した
場合、ポリウレタンの光黄変や加水分解などの経時劣化により、編地が劣化しやすくなる
という問題があり、繰り返し洗濯を行いながら使用することが多い、ユニフォーム用途で
の使用は困難であった。また、ポリエステル繊維に混用した場合、ポリエステル用の分散
染料には染まり難く、洗濯液汚染の問題、および編地の湿摩擦堅牢度低下の問題がつきま
とい、そのため還元洗浄の強化など染色工程が複雑になるなど問題もあった。また、ポリ
ウレタン系弾性繊維のコストも非常に高いものであった（特許文献１参照）。
【０００５】
  上記の問題を解決するものとして、例えば、ポリエステル繊維、またはナイロン繊維に
仮撚加工を施し、加撚／解撚によるトルクを発現させた繊維を混用することによりストレ
ッチ性を付与する方法や、ポリブチレンテレフタレート繊維を混用する方法も採用されて
きた。さらには、ポリエステル繊維として、２種類のポリエステル重合体が繊維長さ方向
に沿ってサイドバイサイド型に貼り合わされた複合繊維マルチフィラメント糸を挿入編み
されてなる経編地も提案されている（特許文献２、３参照）。
【０００６】
　これらの編地は、ポリウレタン系弾性繊維を使用していないため、コスト的に有利にス
トレッチ性を有する編地を得ることができるものであったが、ユニフォーム用途に使用す
る上で求められる、洗濯耐久性や制電性能については言及されていない。つまり、ユニフ
ォーム衣料は、着用動作時の皮膚の伸びに追随する適度なストレッチ性とハリ感が求めら
れ、かつ、帯電防止性が求められる。さらには、洗濯の頻度が高いものであるため、洗濯
耐久性（洗濯後の形態保持性や帯電防止性能の耐久性）に優れることが要求される。しか
しながら、これらの性能を十分に満足する編地は未だ提案されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特公平０１－０４０１３７号公報
【特許文献２】特開平０６－１０１１１６号公報
【特許文献３】特開２００４－４４０６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
  本発明は、ユニフォーム用途に好適な適度なストレッチ性とハリ感を有するとともに、
洗濯耐久性に優れた形態保持性と帯電防止性能を有する衣料用経編地を提供することを技
術的な課題とするものである。
【０００９】
  本発明者は、用いる糸の種類、編組織を適切なものに選定し、本発明で規定する特性値
を満足する経編地とすることにより、上記課題を解決できることを見出し、本発明に到達
した。すなわち、本発明は以下の（イ）～（ニ）を要旨とするものである。
【００１０】
（イ）　バック糸とフロント糸がポリエステル繊維であり、ミドル糸に２種類以上のポリ
マーを構成成分とするポリエステル繊維と導電性繊維を用いて挿入編みを形成してなる経
編地であって、以下の（１）～（３）の条件を全て満足することを特徴とする、衣料用経
編地。
（１）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　伸長率Ｂ法（荷重１４．７Ｎ）により測定した緯方向の伸長
率が３０～９０％
（２）目付が１５０～２７０ｇ／ｍ２

（３）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ｆ－２法（中温ワッシャ法；６０℃×３０分）で１０洗後の
経方向の収縮率及び緯方向の収縮率がいずれも３％以内
（ロ）さらに、以下（４）の条件を満足する、（イ）記載の衣料用経編地。
（４）緯方向の曲げ剛性（Ｂ値）が０．０２０～０．１００ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍ
（ハ）さらに、以下（５）の条件を満足する、（イ）又は（ロ）に記載の衣料用経編地。
（５）初期及び１０洗後のＪＩＳ　L１０９４　C法により測定した帯電電荷密度が７μＣ
／ｍ２以下
（ニ）ミドル糸は、２種類以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と、
２種類以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維の合撚糸（
Ｂ１）もしくはインターレース糸（Ｂ２）とを含む、（イ）～（ハ）のいずれかに記載の
衣料用経編地。
（ホ）（イ）～（ニ）のいずれかに記載の衣料用経編地からなるユニフォーム。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の衣料用経編地は、ユニフォーム用途に適した適度なストレッチ性とハリ感に優
れるとともに、洗濯耐久性に優れた形態保持性と帯電防止性能を有し、各種ユニフォーム
衣料に好適に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の経編地のバック、フロントの編組織の一実施態様を示す編成組織図の一
例である。
【図２】本発明の経編地のバック、フロント、ミドルの編組織の一実施態様を示す編成組
織図の一例である。
【００１３】
　本発明の衣料用経編地は、バック糸とフロント糸にポリエステル繊維を用い、ミドル糸
に２種類以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維と導電性繊維とを用いて挿入
編を形成してなる経編地である。
【００１４】
　まず、本発明の衣料用経編地を構成するバック糸とフロント糸に用いるポリエステル繊
維について説明する。ポリエステル繊維を形成するポリエステル樹脂としては、具体的に
は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、
ポリトリメチレンテレフタレート（ＰＴＴ）、ポリエチレンナフタレート等のポリアルキ
レンテレフタレートが挙げられるが、中でも汎用性の点から、ＰＥＴを用いることが好ま
しい。また、上記のポリエステル樹脂にはその特性を損なわない範囲で、イソフタル酸、
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コハク酸、アジピン酸、１、３－プロパンジオール、１、４－ブタンジオール、１、６－
ヘキサンジオールまたはビスフェノール等が共重合されていてもよい。
【００１５】
　バック糸とフロント糸に用いるポリエステル繊維は、適度なストレッチ性とハリ感、風
合いや洗濯耐久性を考慮すると、中でも単繊維繊度が１．０～３．５ｄｔｅｘ、総繊度が
３０～１６０ｄｔｅｘであり、強度２．０～５．５ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度１５～５０％、
熱水収縮率が１～５％のマルチフィラメントであることが好ましい。
　なお、強度、伸度はＪＩＳ　Ｌ１０１３法により測定するものであり、熱水収縮率は、
ＪＩＳ　Ｌ１０１３法に従い、１００℃×３０分の熱水処理を行う方法により測定するも
のである。
【００１６】
　次に、本発明の衣料用経編地を構成するミドル糸に用いる２種類以上のポリマーを構成
成分とするポリエステル繊維〔ポリエステル繊維（Ａ）と称することがある〕としては、
２種類以上のポリエステルポリマーを用い、同心芯鞘型、偏心芯鞘型、サイドバイサイド
型、多層型等の貼り合わせ形状にした複合繊維が挙げられる。中でもストレッチ性を付与
するためには、偏心芯鞘型やサイドバイサイド型の複合繊維が好ましい。
【００１７】
　これらの複合繊維は、中でも単繊維繊度が１．０～３．０ｄｔｅｘ、総繊度が５０～１
００ｄｔｅｘであり、強度２．０～５．５ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度１５～５０％であること
が好ましく、ストレッチ性を考慮すると、熱水収縮率が５％以上となる、潜在捲縮性能を
有しているマルチフィラメントであることが好ましく、中でも熱水収縮率が７％以上とな
る、潜在捲縮性能を有しているマルチフィラメントが好ましい。
　複合繊維の熱水収縮率は、７～１５％であることが特に好ましく、バック糸とフロント
糸に用いるポリエステル繊維の熱水収縮率よりも、３％以上大きいことが好ましく、さら
には４％以上大きいことが好ましい。
【００１８】
　ミドル糸を形成する２種類以上のポリエステルポリマーの組み合わせとしては、一方に
ＰＥＴを使用し、他方にＰＢＴを使用するものが好ましく、また、一方に高粘度のＰＥＴ
を使用し、他方に低粘度のＰＥＴを使用するもの、もしくは、一方にＰＥＴを使用し、他
方にＰＴＴを使用するものであってもよい。
【００１９】
　本発明の衣料用経編地を構成するミドル糸には、上記したポリエステル繊維（Ａ）とと
もに、導電性繊維を用いる。
　本発明の衣料用経編地においては、導電性繊維を含有することによって、摩擦などによ
って発生する静電気を常に放出することができるため、帯電防止性能に優れたものとなる
。中でも導電性繊維を０．１～３．０質量％含有させることが好ましく、０．５～２．０
質量％含有させることがより好ましい。導電性繊維の含有量が０．１質量％未満になると
、帯電防止性能に劣るものとなり、後述する（５）の特性値である、初期及び１０洗後の
帯電電荷密度を７μｃ／ｍ２以下にすることが困難となりやすい。
【００２０】
　また、本発明の衣料用経編地は、ミドルの挿入糸に導電性繊維を用いることにより、編
地表面に導電糸が露出することがないため、編地表面から導電糸が見えにくくなり美観が
良好となるとともに、摩耗による導電糸切れを防止することも可能となる。
　本発明における導電性繊維は、導電性微粒子を繊維中に練り込んだものであることが好
ましいが、具体的には、ポリエステル樹脂やポリアミド樹脂などの繊維形成性樹脂に導電
性物質を練り込んだもの（導電性樹脂）で形成される導電性繊維（単一成分系）や、導電
性樹脂と非導電性樹脂で形成される導電性繊維（複合成分系）のいずれであってもよい。
中でも、導電性樹脂の少なくとも一部が単繊維表面に露出している形態のものが好ましい
。
【００２１】
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　導電性物質としては、例えば、ファーネスブラック、ケッチェンブラック、アセチレン
ブラック、チャネルブラックなどの導電性カーボンブラック；銀、ニッケル、銅、鉄、錫
などの金属単体；硫化銅、硫化亜鉛、ヨウ化銅などの金属化合物などが挙げられる。
【００２２】
　また、導電性繊維の電気抵抗値としては、帯電防止性能に優れ、初期及び１０洗後の帯
電電荷密度を７μＣ／ｍ２以下にするためには、１０５～１０１０Ω／ｃｍであることが
好ましい。
【００２３】
　上記したような導電性繊維としては、例えば、ユニチカトレーディング社製「メガーナ
」、ＫＢセーレン社製「ベルトロン」、東レ社製「ルアナ」などを使用することができる
。
【００２４】
　そして、上記したような導電性繊維は、ポリエステル繊維（Ａ）と合撚した合撚糸（Ｂ
１）、もしくはポリエステル繊維（Ａ）とともにインターレースしたインターレース糸（
Ｂ２）とすることが好ましい。つまり、本発明の衣料用経編地を形成するミドル糸は、２
種類以上のポリマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と、前記ポリエステル繊維
（Ａ）と導電性繊維の合撚糸（Ｂ１）もしくは前記ポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維
のインターレース糸（Ｂ２）を含むものであることが好ましい。
【００２５】
　本発明の経編地に十分な帯電防止性能を付与するため、導電性繊維は、ウェール方向に
1本／インチ以上配置することが好ましい。
また、ミドル糸をポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維を含む合撚糸（Ｂ１）もしくはイ
ンターレース糸（Ｂ２）とする場合に、ポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維の質量割合
は、１／１～５／１であることが好ましい。
【００２６】
　本発明の衣料用経編地は、以下の（１）～（３）の条件を全て満足するものである。
（１）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　伸長率Ｂ法（荷重１４．７Ｎ）により測定した緯方向の伸長
率が３０～９０％
（２）目付が１５０～２７０ｇ／ｍ２

（３）ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ｆ－２法（中温ワッシャ法；６０℃×３０分）で１０洗後の
経方向の収縮率及び緯方向の収縮率がいずれも３％以内
　これらを満足することによって、ユニフォーム用途に適した適度なストレッチ性とハリ
感に優れるとともに、洗濯耐久性に優れた形態保持性を有する経編地とすることができる
。
【００２７】
　まず、（１）の条件は、ＪＩＳ　Ｌ１０９６　伸長率Ｂ法に従って、荷重１４．７Ｎを
加えて測定された緯方向の伸長率が３０～９０％であることが必要であり、中でも３５～
８０％であることが好ましく、さらには４０～６５％であることが好ましい。
　本発明の衣料用経編地の伸長率が上記範囲を満足することにより、ユニフォーム用途に
好適な着用動作時の皮膚の伸びに追随する適度なストレッチ性を有するものとなる。
　なお、本発明の衣料用経編地の経方向の伸長率は、５～３０％であることが好ましく、
中でも５～２０％であることが好ましい。
【００２８】
　（２）の条件は、目付が１５０～２７０ｇ／ｍ２であることが必要であり、中でも１７
０～２６０ｇ／ｍ２であることが好ましい。目付を上記範囲内のものにすることによって
、本発明の衣料用経編地は、ユニフォーム用途に好適な適度なストレッチ性とハリ感を奏
するものとなる。
　また、本発明の衣料用経編地は、ユニフォーム用途に求められる着用動作時の皮膚の伸
びに追随する適度なストレッチ性とハリ感を奏するためには、厚みが０．５～１．５ｍｍ
であることが好ましく、中でも０．５～１．０ｍｍであることが好ましい。
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【００２９】
　（３）の条件は、ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ｆ法（ワッシャ法）のＦ－２法（中温ワッシャ
法；６０℃×３０分）で１０洗後の経方向の収縮率及び緯方向の収縮率がいずれも３％以
内である必要があり、中でも前記収縮率がいずれも２．５％以下であることが好ましく、
さらには２．０％以下であることが好ましい。
　１０洗後の経方向及び緯方向の収縮率が３％以内であることにより、洗濯耐久性に優れ
た形態保持性を有することができる。ユニフォームに使用される衣服は、工業洗濯を行う
クリーニングに繰り返し出されることにより、高温の洗濯条件で処理することが多くなる
ため、繰り返し洗濯を行ったとしても形態が安定していること、つまり洗濯による収縮が
生じないことが要求される。
【００３０】
　なお、ＪＩＳ Ｌ１０９６　Ｆ法（ワッシャ法）のＦ－２法（中温ワッシャ法）におい
て、洗濯・乾燥操作を「温度６０℃、時間３０分の条件で１回洗濯した後、湯洗を温度４
０℃、時間５分と温度４０℃、時間１０分の条件で２回行った後に、タンブル乾燥機にて
温度６０℃、３０分の条件で乾燥する」条件に変更し、当該洗濯・乾燥操作を合計１０サ
イクル行う。
【００３１】
　また、本発明の衣料用経編地は上記洗濯・乾燥操作において、洗濯時の温度条件を６０
℃から８０℃に変更した場合においても、１０洗後の経方向の収縮率及び緯方向の収縮率
がいずれも３％以内であることが好ましい。中でも前記収縮率がいずれも２．５％以下で
あることが好ましく、さらには２．０％以下であることが好ましい。このように、温度条
件を８０℃に変更した場合の１０洗後の経方向と緯方向の収縮率がいずれも３％以内であ
ることにより、より厳しい洗濯条件下であっても、洗濯耐久性に優れた形態保持性を奏す
ることがわかる。
【００３２】
　そして、本発明の衣料用経編地の前記収縮率は、上記の洗濯・乾燥操作を１０回行った
後（１０洗後）の経編地を用いて次のようにして測定するものである。
まず、ＪＩＳ Ｌ１０９６　８．３９に従って、洗濯前の経編地にマーキングし、その後
、上記の洗濯・乾燥操作を１０回行った後（１０洗後）、経編地の経方向と緯方向のマー
キング間の長さを測定し、下記の計算式によって求める。
　収縮率（％）＝１００－〔（洗濯後のマーキング間の長さ／洗濯前のマーキング間の長
さ）×１００〕
【００３３】
　さらに、本発明の衣料用経編地は、（４）の条件として、緯方向の曲げ剛性（Ｂ値）が
０．０２～０．１００ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍであることが好ましく、中でも０．０２５～０
．０６ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍであることが好ましい。曲げ剛性（Ｂ値）が上記範囲であるこ
とで、ハリ感に優れたものとなる。つまり、柔らかすぎず、適度な反発性を有するものと
なる。
　緯方向の曲げ剛性（Ｂ値）が０．０２０ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍ未満であると、得られる経
編地は、ハリ感が乏しく、ユニフォーム用途の衣料として、シルエット性が低下するもの
となる。また、伸張性は得られやすくなるものの、洗濯による収縮率が大きくなる傾向に
ある。一方、０．１００ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍを超えると、得られる経編地は風合いが固く
なり、ハリ感が強くなるとともに、ストレッチ性に乏しいものとなる。
　また、経方向の曲げ剛性（Ｂ値）は、０．０２０～０．０７ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍである
ことが好ましく、中でも０．０２５～０．０６ｇｆ．ｃｍ２／ｃｍであることが好ましい
。
　本発明における曲げ剛性（Ｂ値）は、ＫＥＳＦＢ２－Ａ（カトーテック社製）を使用し
て測定するものである。
【００３４】
　本発明の経編地は、さらに（５）の条件として、初期及び１０洗後の帯電電荷密度（Ｊ
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ＩＳ　L１０９４　C法により測定）が、経方向と緯方向のいずれの方向においても、摩擦
布として、アクリル摩擦布、ナイロン摩擦布のいずれを用いても、絶対値で７μＣ／ｍ２

以下であることが好ましく、中でも５μＣ／ｍ２以下であることが好ましい。これによっ
て、本発明の経編地を衣服とした場合に、着用中の静電気の発生が抑制され、冬場などの
低湿度で静電気の発生しやすい環境下においても快適に着用することができる。
　なお、（５）の条件における１０洗は、（３）の条件における１０洗と同様の方法で行
うものである。つまり、「温度６０℃、時間３０分の条件で１回洗濯した後、湯洗を温度
４０℃、時間５分と温度４０℃、時間１０分の条件で２回行った後に、タンブル乾燥機に
て温度６０℃、３０分の条件で乾燥する」洗濯・乾燥操作を合計１０サイクル行うもので
ある。
【００３５】
　次に、上記したような構成と特性値を有する本発明の衣料用経編地は、例えば後述する
ような経編地の組織とすることが好ましい。
本発明の衣料用経編地は、トリコット機やラッセル機などの経編機械で編成される。機械
における針密度としては、２０～３２本／インチであることが好ましく、２８～３２本／
インチであることがより好ましい。針密度が上記範囲を満足しない場合は、得られる経編
地の特性値として、上述する（１）～（５）を満足することが困難となりやすい。
【００３６】
　本発明の衣料用経編地は、フロント・ミドル・バックの少なくとも３枚の筬により編成
される経編地である。フロントとバックはポリエステル繊維を用いてデンビ編み（図１（
ａ）参照）、もしくはコード編み（図１（ｂ）参照）された経編地であることが好ましい
。
【００３７】
　ミドルは、例えば上記のようなフロントとバックの経編地にミドル筬として挿入編みを
組み合わせたものである。
　本発明の衣料用経編地に採用され得る組織としては、例えば、図２に示されるような、
デンビ編組織及び又はコード編組織と挿入組織とが組み合わせられた組織などが挙げられ
る。なお、挿入組織とはループを有しない組織である。
【００３８】
　図２においては、（ａ）はバック筬により１－２／１－０で編まれた部位を示している
。（ｂ）はミドル筬により０－０／２－２で編まれた部位を示している。（ｃ）はフロン
ト筬により１－０／２－３で編まれた部位を示している。
【００３９】
　つまり、図２においては、ミドル筬が挿入組織を編成しており、フロント筬およびバッ
ク筬がニット組織を編成している。そして、ミドル筬によって形成される部位は、フロン
ト筬がニット組織を編成することにより保持される。このように、バック筬とフロント筬
が共に重なるループ組織を構成していることにより、得られるポリエステル系経編地はよ
り安定なものとなり、かつ前述した（１）～（５）の条件を満足する経編地とすることが
できる。
【００４０】
　本発明の衣料用経編地を得る際には、上記のような組織で製編された生機を精練・乾燥
して余分な油分や不純物を除去して、１７０～１９０℃で熱セットを行い、形状を安定さ
せることが好ましい。さらに、用途に応じて、常法のポリエステル染色法にて染色を行い
、仕上後のコース及びウェール密度が染色後のコース及びウェール密度より３％以上低下
しない条件で、１５０～１７０℃で仕上げセットを行うことが好ましい。
【実施例】
【００４１】
（１）経編地の伸長率、収縮率、帯電電荷密度
　前記の方法で測定した。
（２）経編地の目付け
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　ＪＩＳ Ｌ １０９６８．３に従い測定、算出した。
（３）経編地の厚み
　ＰＥＡＣＯＣＫ ＤＩＡＬ ＴＨＩＣＫＮＥＳＳ ＧＲＡＤＥ ＭＯＤＥＬ Ｈ（０．０１
ｍｍ）で経編地の厚みを測定した。
（４）経編地の曲げ剛性（Ｂ値）
　曲げ試験機（カトーテック社製、「ＫＥＳＦＢ２－Ａ」）を用いた。得られた経編地を
20ｃｍ×20ｃｍの幅に裁断し、試験片とした。試験片を曲率が－２．５ｃｍ－１～＋２．
５ｃｍ－１の範囲で、曲率増加速度＝0.5cm/secの曲げ試験を行った。曲げ試験は１サイ
クルとし、単位長さ当たりの曲げ剛性値である曲げ剛性Ｂ値（単位：ｇｆ・ｃｍ２／ｃｍ
）を求めた。
（５）ポリエステル繊維の強度、伸度、熱水収縮率
　前記の方法で測定した。
【００４２】
実施例１
　３枚の筬を備える２８ゲージのトリコット編機（Karl MAYER社製）を用いて、以下の糸
使い、編組織にて製編を行い、生機を得た。
（糸使い）
　Ｌ１筬（バック糸）：ポリエチレンテレフタレートからなるポリエステルマルチフィラ
メント（８４ｄｔｅｘ／７２ｆ、強度3.79ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度17.7％、熱水収縮率3.8
％）
　Ｌ２筬（ミドル糸）：（Ａ）；ポリエチレンテレフタレート／ポリブチレンテレフタレ
ート サイドバイサイド複合繊維（８４ｄｔｅｘ／３６ｆ、強度３．５８Ｎ／ｄｔｅｘ、
伸度２６．２％、熱水収縮率８．４％）
　　　　　　　(Ｂ)；：(Ａ)と導電性繊維（ユニチカ社製「メガーナ」２８ｄｔｅｘ／２
ｆ）のＳ撚500Ｔ／ｍの合撚糸（（Ａ）と導電性繊維を１本ずつ用いて合撚した）
　なお、(Ｂ)は２８コースに１本配列した。
　Ｌ３筬（フロント糸）：Ｌ１筬で使用したポリエステルマルチフィラメント
（編組織）
　Ｌ１筬にバック糸、Ｌ２筬にミドル糸、Ｌ３筬にフロント糸を配し、表１に記載の組織
とした。
【００４３】
　次いで、得られた生機を、精練・乾燥して余分な油分や不純物を除去し、180℃で熱セ
ットを行った。さらに、130℃×30分の条件でポリエステル染色を行い、160℃で仕上セッ
トし、経編地を得た。
【００４４】
実施例２
　実施例１と同じトリコット編機を用い、糸使いのうち、Ｌ２筬を以下のように変更した
以外は、実施例１と同様にして経編地を得た。
（糸使い）
　Ｌ２筬：（Ａ）；ポリエチレンテレフタレート／ポリブチレンテレフタレートサイドバ
イサイド複合繊維（５６ｄｔｅｘ／４８ｆ、強度３．３５Ｎ／ｄｔｅｘ、伸度２４．２％
、熱水収縮率８．１％）
　　　　　 (Ｂ)；(Ａ)と導電性繊維〔ユニチカ社製「メガーナ」２８ｄｔｅｘ／２ｆの
Ｓ撚500Ｔ／ｍ合撚糸（（Ａ）と導電性繊維を１本ずつ用いて合撚した）〕
　なお、(Ｂ)は２８コースに１本配列した。
【００４５】
比較例１
　実施例１と同じトリコット編機を用い、糸使いのうち、Ｌ２筬を以下のように変更した
以外は、実施例１と同様にして経編地を得た。
（糸使い）
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　Ｌ２筬：（Ａ）；ポリエチレンテレフタレートからなるポリエステルマルチフィラメン
ト（８４ｄｔｅｘ／７２ｆ、強度3.79ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度17.7％、熱水収縮率3.8％）
　　　　　（Ｂ）；（Ａ）と導電性繊維（ユニチカ社製「メガーナ」２８ｄｔｅｘ／２ｆ
）のＳ撚500Ｔ／ｍの合撚糸（（Ａ）と導電性繊維を１本ずつ用いて合撚した）
　なお、(Ｂ)は２８コースに１本配列した。
【００４６】
比較例２
　実施例１と同じトリコット編機を用い、糸使いのうち、Ｌ３筬を以下のように変更した
以外は、比較例１と同様にして経編地を得た。
（糸使い）
　Ｌ３筬：ポリエチレンテレフタレート／ポリブチレンテレフタレートサイドバイサイド
複合繊維（８４ｄｔｅｘ／３６ｆ、強度３．５８Ｎ／ｄｔｅｘ、伸度２６．２％、熱水収
縮率８．４％）
【００４７】
比較例３
　実施例１と同じトリコット編機を用い、糸使いのうち、Ｌ１筬を以下のように変更した
以外は、比較例１と同様にして経編地を得た。
（糸使い）
　Ｌ１筬：ポリエチレンテレフタレート／ポリブチレンテレフタレート サイドバイサイ
ド複合繊維（８４ｄｔｅｘ／３６ｆ、強度３．５８Ｎ／ｄｔｅｘ、伸度２６．２％、熱水
収縮率８．４％）
【００４８】
比較例４
　実施例１と同じトリコット編機を用い、糸使いのうち、Ｌ２筬を以下のように変更した
以外は、実施例２と同様にして経編地を得た。
　（糸使い）
　Ｌ２筬：ポリエチレンテレフタレート／ポリブチレンテレフタレートサイドバイサイド
複合繊維（５６ｄｔｅｘ／４８ｆ、強度３．３５Ｎ／ｄｔｅｘ、伸度２４．２％、熱水収
縮率８．１％）
【００４９】
比較例５
　実施例１と同じトリコット編機を用い、編組織を表１に示すものに変更した以外は、比
較例１と同様にして経編地を得た。
【００５０】
　実施例１～２、比較例１～５で得られた経編地の特性値を表１に示す。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
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　表１から明らかなように、実施例１～２で得られた経編地は、本発明で規定する（１）
～（５）の条件を全て満足するものであり、緯方向のストレッチ性に優れており、洗濯に
よる収縮が少なく、帯電防止性能にも優れた生地であった。かつ、風合いとしては、適度
なハリ感を有しており、ユニフォーム用途に好適なものであった。また、２種類以上のポ
リマーを構成成分とするポリエステル繊維（Ａ）と導電性繊維の合撚糸（Ｂ１）をミドル
の挿入組織に編成することで、導電性繊維が経編地の表面に露出することなく、白色で染
色しても、導電性繊維の色が表面に反映されにくく、良好な白色度合を保持することがで
きる。
【００５３】
　一方、比較例１で得られた経編地は、ミドル糸にポリエステルマルチフィラメントを用
いたため、緯方向の伸長率が低く、ストレッチ性に劣るものであった。
比較例２で得られた経編地は、ミドル糸にポリエステルマルチフィラメントを用い、かつ
ループ組織を形成するフロント組織に熱収縮の大きいＰＥＴ／ＰＢＴサイドバイサイド複
合繊維を用いたため、ループのしまりが強くなり、緯方向の伸長率が低く、ストレッチ性
に劣るものであった。また、緯方向の曲げ剛性値が高く、ハリ感が強すぎて、着心地の悪
いものとなった。
【００５４】
　比較例３で得られた経編地は、ミドル糸にポリエステルマルチフィラメントを用い、か
つループ組織を形成するバック組織に熱収縮の大きいＰＥＴ／ＰＢＴサイドバイサイド複
合繊維を用いたため、比較例２と同様にループのしまりが強くなり、ストレッチ性に劣る
ものであった。また、緯方向の曲げ剛性値が高く、ハリ感が強すぎて、着心地の悪いもの
となった。
　比較例４で得られた経編地は、導電性繊維を用いていなかったため、帯電電荷密度が大
きく、帯電防止性能に劣るものであった。
　比較例５で得られた経編地は、フロント糸、ミドル糸、バック糸にポリエステルマルチ
フィラメントを用い、かつミドル糸で挿入編みを形成しない組織であり、ストレッチ性に
は優れるが、１０洗後の緯方向の収縮率が高く、洗濯耐久性に劣るものであった。また、
緯方向の曲げ剛性値が低かったため、ハリ感に乏しく、ユニフォーム用の衣料としてはシ
ルエット性が低下してしまうものであった。
 
【要約】　　　（修正有）
【課題】ユニフォーム用途に好適な適度なストレッチ性を有するとともに、洗濯耐久性に
優れた形態保持性と帯電防止性能を有する衣料用経編地を提供する。
【解決手段】バック糸とフロント糸にポリエステル繊維を用い、ミドル糸に２種類以上の
ポリマーを構成成分とするポリエステル繊維と導電性繊維を用いて挿入編みを形成してな
る経編地であって、以下の（１）～（３）の条件を全て満足することを特徴とする、衣料
用経編地。（１）緯方向の伸長率が３０～９０％（２）目付が１５０～２７０ｇ／ｍ２（
３）１０洗後の経方向の収縮率及び緯方向の収縮率が３％以内
【選択図】図１
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【図２】
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